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１. ハード整備の目的と概要

1

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

《ハード整備の目的》
護岸
●水辺利用の安全性確保
●親水性の向上

管理用通路
●河川施設の適正な管理
●周遊利用の促進
●沿川の散策における安全性確保

曲松橋

川原川橋

姉歯橋

気仙大橋

震災遺構

高田ポンプ場

※①、⑤は既設階段工あり



１. ハード整備の目的と概要

2

①河川親水護岸等の整備
（ウッドデッキ・川原川右岸）

気仙川

川原川

奇跡の一本松

道の駅
高田松原

階段護岸整備

ウッドデッキ・照明

・デッキ等施設の損壊による危険状態の解消
・直下の水深が深いため柵・照明などの転落防
止対策が必要
・安定的な護岸根入れの確保

・施設更新の魅力による公園利用者・マリーナ見
学者の誘導
・利用に合わせた護岸構造の決定

安全性確保

親水性の向上 周遊利用促進



１. ハード整備の目的と概要
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②③気仙川右岸
（震災遺構：旧陸前高田市立気仙中学校 付近）

震災遺構
旧陸前高田市立気仙中学校

国道45号線
（陸前高田バイパス）

気仙大橋

・通行支障箇所の整備

・管理用通路の整備

安全性確保

親水性の向上 周遊利用促進

通行支障箇所の整備

親水護岸整備



１. ハード整備の目的と概要
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④気仙川左岸
（気仙大橋 付近） ・階段護岸の整備

親水性の向上 周遊利用促進

気仙川

気仙川

気仙川

気仙大橋



１. ハード整備の目的と概要
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⑤気仙川右岸
（姉歯橋下流側）

親水護岸整備

・階段護岸の整備

親水性の向上

気仙川
姉歯橋

気仙川



１. ハード整備の目的と概要
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⑥気仙川左岸
（姉歯橋下流側） ・階段護岸の整備

親水性の向上

気仙川

姉歯橋

気仙川

気仙川



曲松橋

高田ポンプ場

川原川橋

１. ハード整備の目的と概要
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⑦川原川右岸
（高田ポンプ場周辺） ・管理用通路の整備

安全性確保 周遊利用促進



１. ハード整備の目的と概要
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⑧川原川左岸
（川原川橋上流） ・階段護岸の整備

親水性の向上

川原川

川原川橋

川原川橋

川原川



１. ハード整備の目的と概要
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⑨岩手県立高田松原津波復興祈念公園 付近

親水護岸整備

・親水護岸の整備

親水性の向上

古川沼

岩手県立高田松原津波
復興祈念公園管理事務所

古川沼
古川沼



２. 各施設の現状と整備方針（案） 旧野外活動センターマリーナ
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①ウッドデッキor景観性舗装
マリーナ全体及び導流堤の利用コンセプト・用途(今後決定)に応じて形式を選定
デッキ案 ：震災前の姿へ復旧。長寿命化のため擬木製への変換を推奨。
景観舗装案：単純構造のため高耐久・経済的。モビタ通行時に走行快適性が高い。
現況：大部分が流失、天然木の
ため腐朽

A案：ウッドデッキ(擬木製)

②高欄
直下の水深が深いため高欄(転落防
止柵)を復旧予定。

2.6ｍ

安全性確保

安全性確保周遊利用促進

B案：景観性舗装(ILBを含む)

導流堤（ウッドデッキ）部



２. 各施設の現状と整備方針（案） 旧野外活動センターマリーナ
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④照明施設
電力工事が不要で施工費が安い独
立電源(ソーラー)型の中から、単柱照
明ほか足元灯も含めて比較選定。

③休憩施設
マリーナ全体及び導流堤の利用コンセプト・用途
(今後決定)に応じて製品を選定

現況：部材が流失

現況：激しく損壊・流出

B案：足元灯A案：単柱式

周遊利用促進

安全性確保

導流堤（ウッドデッキ）部



２. 各施設の現状と整備方針（案） 旧野外活動センターマリーナ

12

現状

気仙大橋

①既設護岸の損傷
表面的な損傷が著しい。

③既設護岸のデザイン
一連区間で護岸形式やブロック形状が統一されて
いない。

②既設護岸の根入れ
護岸根入れは十分確保
されており、構造物上の
問題は確認されていな
い。

川原川右岸・気仙川左岸部



２. 各施設の現状と整備方針（案） 旧野外活動センターマリーナ

13

整備方針（案）

既設構造物の強化ではなく、利
用目的やニーズに合わせ、構
造形式を決定する（景観設計）。

護岸形式やブロック形状の統一を図る。

河川内利用（SUP・カヤック等）
による浚渫が発生する場合は、
既設護岸が根入れ不足となら
ないか検討する。

気仙大橋

安全性確保 親水性の向上

親水性の向上

親水性の向上

環境配慮タイプ護岸

捨石を撤去し、階段護岸や斜路
等を検討する。

安全性確保 親水性の向上

川原川右岸・気仙川左岸部



②管理用道路
排水樋管は使用不可
であり、堤防を乗り越
す形状で配管されて
いる（陸前高田市）。

①橋梁排水
気仙大橋の排水整備
が必要。

２. 各施設の現状と整備方針（案） 気仙川右岸部（管理用通路）

14

現状 気仙大橋

震災遺構
旧陸前高田市立気仙中学校



２. 各施設の現状と整備方針（案） 気仙川右岸部（管理用通路）
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整備方針（案）

陸前高田市と今後の利用に
ついての協議により、管理用
通路の構造形式を決定

気仙大橋から気仙川へ
の導水路を整備

気仙大橋

震災遺構
旧陸前高田市立気仙中学校

周遊利用促進

周遊利用促進

安全性確保



２. 各施設の現状と整備方針（案） 川原川右岸部（管理用通路）
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現状

①管理用通路
農道、高田ポンプ場の用地が近接している。

曲松橋

高田ポンプ場

川原川橋



２. 各施設の現状と整備方針（案） 川原川右岸部（管理用通路）
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整備方針（案）

農道とは兼用せずに別途管理用
通路を構築する。
「人」の周遊を基本とし、橋梁へ
の乗り上げ道路構造とはしない。

曲松橋

高田ポンプ場

川原川橋
周遊利用促進安全性確保

階段等で歩道と接続
（車両の乗り上げなし）




